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（目的）

従来の Fast　Spin　Ectiho− XL〈以下 FSE ）法をもとに ソ フ トが改良された Fast　Sp洫 E6bo − XL （以下 FSE − XL ）hs使用可能と

なっ た、 今回われわれは 、 FSE − XL の有用性につ い て報告する。

僅 用機器 ）　 SIGNAHorimon】蚰 osp 　1，5T（GE ）

FSE − XL の利点
・180

°
パ ルスの RF 特性の改善によ りE （洫o　Tlmeが短縮

・Zero−pm　lnterpolation】野 （ms 血g（以下 Z旺うによる画像再構成など

 
1．T1 値の 異なるファントムを用 い て Fast　SE−XL 及び FasもSE にて ETL
を変化させ信号強度の 比較と健常入ボランティアによる画像評価を行っ た。

2．匠P の 再構成の有無による物理的及び視覚的な言斬西を行 っ た 。

備果）

白質、灰 白質、CSF の T 　1値に近い ファントムを使用した時の フ
e
ロトン密度強調画

像における信号強度の 違い を示す（bg．1）。白質、灰白質、CSF 共に Fast　SE
一猛 の 方が Fast　SE に比べ 信号弓鍍 が高い郵 汾 かる。（蟹 釧謝 鍍 を 1

とした時の 白質と灰 白質の 比を示す（Fig．2）。信号強度比におい て Fast　SE−XL

の 白質が 1．07， 灰白質が 1．25に対し、 Fast　SE ではそれぞれ 0．99， 1．21で あ

り、ともに Fast　SE−XL の方がコントラストの 「司上が認められた。
　 Fast　SE−XL にお

ける ZIP有無の画像の違い を示す（Flg．3）。 礒径 1，2m皿 のプ ラスチックロ
ッドが組み

込まれた ファントムの画像で ある。澀P 無しの 256粥 クス画像で はロッド問の 辺縁は非

常に分か りず らい が、mp で再構成 した画像は Z【P 無しの 512画像と同様に、
エ ッ ジが強調され鮮明にaSiJされた。ファントムの 周波数成分（d9．4）、および腰唯横

断像（蜀g，5）を示劣 πP を使用した画像は 、 本来 256の 画像の ため低周波数成

分は変わ らなか っ 鳥 また 別P を使用 した画像は高周波領域で 0を補間してい

る ため無信号で ある事が分かる。 腰椎横断像で は神経の辺縁な ど明らかに 鯉

処理を使用 した画像の方が鮮明に抽出される。
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FSE −X 　L を用い る事で RF ノ
・°，・レスの 出力が向上 し、90

°
パ 畝 、180

°
パ ルス共に 5mSec か ら 3mSec、4mSec か ら 2血nS   へ

と短縮 し信号強度の 増加につ ながっ た。この こ とか ら長い ETL を用い る事がで き撮像時間の 短縮が可能であると言える。

また Z匸P を使用 した事で見か け上 の空間分解能が 向上 した。
0 の値で補間し 512 マトリクスに して い るため

， 物理的な解像度は

変わ らない が、視覚的に は明らか に高分解能が 認 め られる。以上 よ り FSE −XL の 有用性 が 確認 された。
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